
平成 26 年度業務計画 横浜能楽堂 

 

[ 横浜能楽堂 ] 

平成２６年度 業務計画及び収支予算 
[公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団] 

 
                    ※文中の事業欄において、 

                     ●主催事業 ○：共催事業 

                     を示します。 

                    ※文中の達成指標欄において、 

                     □定量的指 ■：定性的指標 

                     を示します。 

 

１ 施設の概要  
 
 

施 設 名 横浜能楽堂 

所 在 地 西区紅葉ケ丘２７－２ 

構造・規模 鉄筋コンクリート造 地上２階地下２階建 

建築・延床面積 建築面積 １,７７１㎡ 延床面積 ５,８６２.５３㎡  

開 館 日 平成 8 年 6 月 28 日 

 

２ 指定管理者 
 
 

法 人 名 公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団 

所 在 地 中区山下町２ 産業貿易センタービル１F 

代 表 者 理事長  澄川 喜一 

設立年月日 
平成 3 年 7 月 10 日 

 

指 定 期 間 平成 24 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日まで 

 

３ 基本方針 

 

（1）基本的な方針 

横浜能楽堂は、古典芸能の専門施設として「文化芸術による魅力・活力の創出」の一翼を

担い、「古典芸能の総合的な受・発信基地」としての役割を果たします。開館以来育んできた

「敷居の低い能楽堂」を継承し、市民が文化芸術に触れ豊かな創造性をはぐくむことのでき

る文化芸術活動の基盤整備を推進します。  

（2）平成 26 年度の位置づけ 

指定管理第 2 期の中間年にあたり、開館以来育んできた「敷居の低い能楽堂」のさらなる充

実に向けた 1 年とします。 

①事業の方針 

能狂言を中心とする発信性の高い企画公演や、裾野を広げる普及事業のほか、国際交流
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系の事業にも取り組みます。 

 

②運営の方針 

能舞台は 600 年の歴史ある能の専門舞台として世界に類を見ない伝統と格式を誇ります。こ

の伝統と格式ゆえに利用においては制約があります。施設のこの制約こそが逆に高い付加価

値を生む源でもあります。価値を生かしながら、より快適な施設を目指します。ホームペー

ジ・ツイッターの活用やインターネットでの実験中継を通じ、発信力のある運営で古典芸能

の普及に取り組みます。 

 

③管理の方針 

全てのお客さまに「安心」「安全」を提供できるよう、日頃から設備機器類等の稼働状況を観

察し、施設の維持・管理に努めます。 

 

 

４ 自主事業に関する事業計画 

 

(１)能楽等に関する興味や関心を広げ、理解を深めるための事業について 

[目指す成果／アウトカム] 

敷居が高いと思われがちな能楽等の古典芸能に関する興味や関心を広げ、理解を深めま

す。 

[取組内容] 

幅広い層が鑑賞しやすいように条件整備を

した「普及公演」を実施します。 

●「普及公演-横浜狂言堂」 

毎月第２日曜日に開催 12 回 

●「普及公演-バリアフリー能」 1 回 

 

●「普及公演-夏休み親子能楽ワンダーラン

ド」 

 1 回 

 

 

現代を代表する演者が出演する芸術性の高

い「特別公演」の実施  

●「特別公演」 2 回 

 

 

芸術性・学術性があり創造・発信性の高い

「企画公演」、アジアを始めとした海外と

の古典芸能分野での国際交流事業を実施

します。財団所管施設とも連携して実施

[達成指標] 

 

 

「普及公演―横浜狂言堂」 

□券売率 65％以上 

「普及公演―バリアフリー能」 

□券売率 50％以上 

「普及公演―夏休み親子能楽ワンダーラン

ド」 

□券売率 65％以上 

 

 

 

「特別公演」 

□券売率 65％以上 
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します。 

●企画公演「明治八年 能楽の曙光」1 回 

●企画公演「暗闇で聞く古典芸能」1 回 

●企画公演「琉球舞踊 古典女七踊」1 回 

●日本・スイス国交樹立 150 周年記念 

横浜能楽堂・横浜みなとみらいホール共同

企画公演「和洋の室内楽 音の階調(グラデ

ーション ) 深海さとみ・藤原道山＋スイ

ス・ロマンド管 SP」 

 

公演とは違った形で古典芸能を楽しめる

「講座」の実施 

●「梅若玄祥のスリーステップで学ぶ能」

１回開催 

 

 

 

自らが体験する「教室・ワークショップ」

の実施 

 

●「こども狂言ワークショップ～入門編（全

3 日）」1 回 

●「こども狂言ワークショップ～卒業編」

（稽古全 10 回）」1 回 

●「横浜こども狂言会」1 回 

●「初めての能楽教室シリーズ『謡仕舞』『小

鼓』『大鼓』（稽古全 10 回+発表会）」1 回 

 

 

 

□各公演とも券売率 65％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「梅若玄祥のスリーステップで学ぶ能」 

□券売率 65％以上 

 

 

 

 

 

 

□各教室・ワークショップとも参加定員の

80％以上 

こども狂言ワークショップ～入門編 

□16 名以上 

初めての能楽教室 

□3 教室計 35 名 

 

 

 

 

 (２)横浜能楽堂及び能楽等に関する情報の提供について 

[目指す成果／アウトカム] 

公演情報を収集・提供し、横浜能楽堂や古典芸能の認知度を高めます。 

[取組内容] 

●公演情報等の収集・提供 

●ブログ・ツイッターの活用 

 

●ニコニコ動画の活用 

 

●国内外の古典芸能の現状等を現地に赴

[達成指標] 

□新聞、雑誌への記事掲載年間 24 回 

□ブログ年間 24 回更新、ツイッター月 15

回以上ツイート 

■公演の実験中継を実施し、直接来られな

い方へ認知度を高めます 

□今後の事業企画のための基礎調査として
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き、文化・観光の視点からも調査 

 

 

●調査研究の成果を基礎にした展示の開催 

国内 1 カ所、海外 1 カ所調査し、今後の

事業に生かします。 

 

□特別展を 1 回開催します。 

 

(３)能楽等の公演、練習その他の活動の支援について 

[目指す成果／アウトカム] 

利用者の公演事前準備や稽古場探し等の活動を支援することで、古典芸能の振興・普及を

促します。 

[取組内容] 

●「施設を利用したい」「稽古をしたい」「公

演・ワークショップを開催したい」とい

う利用者の「実現したい」をサポート 

[達成指標] 

■スタッフのノウハウを活用した『利用者

サポート』を実施します。(公演事前準備

支援、公演等制作支援、稽古場探し支援

など) 

 

  

 

(４)能楽等に関する地域との連携事業について 

[目指す成果／アウトカム] 

地域団体等と連携しながら公演を行うことで、古典芸能の活性化を促します。 

[取組内容] 

地元企業・実演家・関連団体・地域団体等

と連携した事業実施 

○横浜能楽連盟と協力して「横浜能」を開

催します。 

○ふるさと西区実行委員会と協力して「か

もんやま能」を開催します。 

 

[達成指標] 

 

 

□1 回 

 

□1 回 

 

５ 施設の運営に関する事業計画  

 

(1)人員配置 

項  目 人  数 備  考 

名誉館長 1 非常勤 

館長 1  

チームリーダー 1 （副館長） 

事務職員 5  

補助職員 18 B1 事務所補助職員 2、１F 受付 16 

 

(2)勤務体制 

 基本  名誉館長、館長を除き、ローテーション体制   
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      主催事業や貸館内容に応じて、勤務体制を調整し、柔軟に対応します。 

 館長                          9:30～18:15 

 ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ、事務職員                A 勤務 8:45～17:30、B 勤務 13:30～22:15 

補助職員(B1 事務所)                A 勤務 8:45～17:15、B 勤務 13:45～22:15 

 補助職員(1F 受付)                 A 勤務 8:55～14:40、B 勤務 14:30～20:15 

 

（3）能楽等の公演、練習その他の活動への施設の提供について 

[取組内容] 

●能舞台の制約を守りながら、能楽以外（琉

球芸能・邦楽・日本舞踊等）での利用に

もできるかぎり施設を提供します。  

●業務の基準に基づき、開館時間・利用料

金の徴収・施設点検日の周知を行います。 

[達成指標] 

■能楽以外での利用にもこまやかに対応で

きるように相談窓口機能を強化します。 

■業務の基準に基づき業務を行います。 

 

 (4)利用促進及び利用者サービスの向上について 

[目指す成果／アウトカム] 

利用者サービスの向上につとめ、利用を促進します。 

[取組内容] 

●利用率向上のため、利用申込への柔軟な

対応を行います。 

 

[達成指標] 

目標利用率 

□本舞台(日)30％ 

□第二舞台(日)70％ 

□研修室(コマ)30％ 

□楽屋(コマ)25％ 

 

 

(5)組織的な施設運営について 

[取組内容] 

●施設の使命、ならびに第 2 期指定管理期

間の政策目標を達成するために、適切な

経営組織を構築と人材の確保に努めま

す。 

●配置されている職員ならびに補助職員に

ついては、業務を通じた OJT ならびに研

修等を通じてスキルアップを図ります。 

[達成指標] 

□専門性向上のための研修を年 1 回以上行

います。 

□「バリアフリー能」研修を年 1 回行いま

す。 

■事業企画・実施、利用者対応・サービス、

施設維持管理につき、体制の維持向上に

より質の高い施設運営を行います。 

 

 (6)施設見学等への対応について 

 

[目指す成果／アウトカム] 

 施設見学を通じ、横浜能楽堂や古典芸能について周知を図ります。 

[取組内容] 

●施設見学日を定期的に設けます。 

[達成指標] 

□施設見学日を月に 1 回開催します。 
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●教育機関対象に減免制度を設け、施設見

学を利用しやすい環境を調えます。 

 

 

 

 

(7)指定管理料のみに依存しない収入構造、経費削減や効率的運営の努力について 

[取組内容] 

●助成金等獲得努力 

●事務経費削減の努力 

[達成指標] 

□助成金獲得に向け申請手続きを行いま

す。 

 獲得目標 200 万円 

 

■チラシの作成枚数を常に精査するなど、

高い意識を持ち常に経費削減に努めま

す。 

 

 

 

 

６ 施設の管理に関する事業計画  

 (1)保守管理業務について 

[取組内容] 

●設備機器の稼働状況を観察しつつ、トラ

ブルを未然に防ぐよう定期点検を実施し

ます。 

●施設修繕の計画的な実施に努め、施設、

設備の長寿命化を図ります。 

 

[達成指標] 

■業務の基準に基づき保守点検を実施しま

す。 

□過失事故 0 件 

 

 

 (2)環境維持管理業務について 

[取組内容] 

●施設の状態を清潔に保ち、利用者が快適

に利用できるように管理を行います。 

●施設周辺に配慮した植栽管理業務を行い

ます。 

[達成指標] 

■業務の基準に基づき維持管理業務を実施

します。 

 

□アンケートでの快適評価 4.0 以上 

  過失事故 0 件 

 

 (3)保安警備業務について 

[取組内容] 

●業務の基準ならびに別添資料に基づき、

24 時間警備を実施し、利用者の入退出を

適切に管理します。 

[達成指標] 

□過失事故 0 件 
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(4)駐車場管理業務について 

[取組内容] 

●業務の基準ならびに別添資料に基づき、

施設利用者、近隣住民の安全管理のため、

駐車場利用車両の安全誘導に努めます。 

●業務の基準に基づき保守点検を実施しま

す。 

[達成指標] 

□過失事故 0 件 

□保守点検 年 1 回以上 

 

 (５)防災等について 

[取組内容] 

●関連法規に基づいた届出等を行います。 

●「危機管理マニュアル」に基づき、災害

時に観客を安全に誘導できるようスタッ

フの消防訓練を行います。 

●西消防署と協定に基づき連携して防災に

取り組みます。 

[達成指標] 

□消防訓練 年 2 回実施 

□消防設備の取り扱い研修 年 2 回実施 

 

 (６)緊急時の対応について 

[取組内容] 

●訓練等を通じ全スタッフに対応の徹底を

図ります。 

[達成指標] 

■関連法令、条例、業務の基準等に基づき、

適切に対応します。 

□消防訓練 年 2 回実施（再掲） 

 

 (７)文化財の保護について 

[取組内容] 

●スタッフによる日常点検を行い、必要に

応じて建築時に携わった日本建築専門業

者による簡易点検を実施し、修繕を行う

必要が生じた場合は横浜市と協議しま

す。 

[達成指標] 

■業務の基準に従い適切に管理します。 

■日常点検 随時 

■専門業者による簡易点検 

日常点検等において必要と認められた時 

 

(８)公園事務所、公園用公衆便所の取り扱いについて 

[取組内容] 

●公園事務所の鍵の管理及び公園用公衆便

所の光熱水費の一時負担 

[達成指標] 

■業務の基準に従い取り扱います。 

 

(９)広域避難場所用機材倉庫及び町内会等地域の災害対策用倉庫の取り扱いについて 

[取組内容] 

●広域避難場所用資機材倉庫及び町内会等

[達成指標] 

■業務の基準に従い取り扱います。 
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地域の災害対策用倉庫の鍵の管理 

 

 

(10)光熱水費の削減努力について 

[取組内容] 

●光熱水料費等の削減に努めます。 

●日々の業務遂行上、常に高い意識で無駄

の無い運営を心がけます。 

[達成指標] 

■業務の基準に従い適切に管理します。 

□電気使用量指定管理 1 年目以下。 

 

 

７ ＰＤＣＡサイクルの確実な運用  

(１)業務記録について 

[取組内容] 

●日報及び月報の作成・管理 

 

[達成指標] 

■業務日誌、月報、警備日誌、清掃日誌等

を作成し記録します。 

■ 上記資料をもとに、モニタリング時に適

切に対応します。 

 

 

 (２)業務計画書及び業務報告書の作成・管理について  

(１)業務記録について 

[取組内容] 

●業務日誌、月報、警備日誌、清掃日誌等

を作成し記録します。 

●上記資料をもとに、モニタリング時に適

切に対応します。 

[達成指標] 

■業務の基準に従い記録を作成します。 

 

(２)業務計画書及び業務報告書の作成・管理について 

[取組内容] 

●業務計画書及び業務報告書を作成し管理

します。 

[達成指標] 

■業務の基準に従い作成、管理します。 

 

(３)-1 業務評価(モニタリングの実施)について 

[取組内容] 

●毎月のモニタリングにおいて、利用状況、

施設管理状況、問い合わせ・苦情等、毎

月の管理運営状況について市に報告しま

す。 

[達成指標] 

■業務の基準に従い実施します。 

■横浜市と課題ならびに成果を共有しま

す。 

 

(３)-2 業務評価(自己評価の実施)について 
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[取組内容] 

●業務実績および利用者の満足度や意見を

基に自己評価を行います。 

[達成指標] 

■業務の基準に従い実施し、以降の業務改

善につなげます。 

 

(３)-3 業務評価(第三者による評価の実施)について 

[取組内容] 

●選定評価委員会による第三者評価に対応

します。 

[達成指標] 

■業務の基準ならびに横浜市との協議に基

づき実施し、評価内容に基づき業務改善

につなげます。 

 

 

８ その他の計画 留意事項 

(１)保険および損害賠償の取り扱い 

[取組内容] 

●施設賠償責任保険、動産総合保険、レジ

ャー・サービス費用保険に加入します。 

[達成指標] 

■業務の基準別添資料に基づき、適切に対

応します。 

 

(２)法令の遵守と個人情報保護 

[取組内容] 

●法令を遵守し、個人情報保護に取り組み

ます。 

●財団主催の個人情報保護研修に出席、受

講します。 

●財団主催のコンプライアンス研修に出

席、受講します。 

[達成指標] 

■横浜市個人情報保護条例等の関係法令、

財団規程類、基本協定等に基づき適正に

管理します。 

□１回以上出席 

□研修出席者は全員に情報を共有します。 

 

(３)情報公開への積極的取り組み 

[取組内容] 

●事業計画や記者発表資料などを財団ホー

ムページにて公開します。 

●情報開示請求については、財団の規程に

従い、担当部署を通して対応します。 

[達成指標] 

■横浜市の保有する情報の公開に関する条

例の趣旨に則り、規程類、基本協定等に

基づき適正に取り組みます。 

 

(４)市及び関係機関等との連絡調整 

[取組内容] 

●市及び関係機関等との情報交換や業務の

調整に努めます。重要な案件・緊急な案

件については、随時横浜市・財団事務局

に報告・協議し、適切な処理を心がけま

す。 

[達成指標] 

■業務の基準、基本協定等に従い、適切に

対応します。 

■市の要求に応じた資料の提出等 随時 
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(５)その他 

[取組内容] 

●適切な許認可及び届出等 

●施設の目的外使用 

●名札の着用 

●人権の尊重 

●近隣対策 

●書類の管理 

●行政機関が策定する基準等の遵守 

●法律の制定及び改正への対応 

[達成指標] 

■業務の基準に基づき適切に対応します。 

 

９ 収支について 

 収支予算書                           (千円) 

項   目 予 算 額 備  考 

収 入 

指定管理料収入 175,263 協議の結果に基づく 

利 用 料 金 収 入 14,400 ５（３）に基づき算出 

事 業 収 入 36,091 ４に基づき実施することによる収入 

そ の 他 収 入 2,186 助成金・協賛金収入等 

合 計 227,940  

 

支 出 

人 件 費 82,033 ５（１）に基づき配置 

管 理 費 70,277 ６に基づき実施、その他光熱水費等 

事 業 費 57,240 ４に基づき実施 

事 務 費 18,390 消耗品費、租税公課等 

合 計 227,940  

 

収 支 計 0  

 

v 


